


容易に行えると考えら4kか らであろ.アFち、上弦材の年藪はヶ―フ
゛
ルエレクションエ法と斜昴リエ

法を併用したもので行ない、昴材に打たの薇力を導入しな0 らヾ下核材をス付けていく。この様子を図
-2,」

,41■示す。探萩み殷階で昴材K導入すべき薇力は図-2に 示す1頂芹じ春くこ|■、えべした

姿より挙材を逐次及り除いていで、み段階で力の釣本よリボめていく。本格の場合、こネらのケース

バ合てで /3ケある。

ロープヘの派力導入1ま油圧計をみながら、子動オイ

ルボンプヒジχッキ2● |(て行F/●ぃ、 ローフ
゜
派力の承

終的なキ親1は、特柳|に梨lr_し豫ロープ薇力すとローフ・

の標動次をコ1用して行なう。フ プ́薇力計は人の理論

を利用し株tのでありその使岡状えは図-51t示 す。
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冬 りにt本嚇 のま計、製4年、栞設に当っく|よ、み人

戌同オkおその御指導を受けましたことと附記し、感謝の

意を表 します。 (誌表ち口はスライドl〔て説明)
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図一イ (上), 図-5(下 )


